
■「100万人のキャンドルナイト」趣旨と、支える企業「キャンドルホルダー」を募る理由について
 
「100 万人のキャンドルナイト」は、危機的状況にある人類の未来、文化、文明の、すこやかな存続を願う環境NGOの呼びかけにより、自発性と多様
性の環境文化運動として、2003 年 6月 22日に始まりました。以来、誰でも参加できる、最も排他的ではない運動として、「参加するひとりひとりが
主催者」という精神のもと、650万人を超える人が参加、去年夏のイベント登録も 473件、冬 280件、海外９カ国（ニュースレター購読者は、2007
年 3月現在 46の国と地域になります。）と、世界への広がりも見せました。運営資金は、みなさまからのご寄付と、2年目から「地球環境基金」の助
成も受けました。けれど地球環境基金は「新たな環境への取り組みを増やす」助成金です。年々増える全国各地と海外からの問い合わせ、去年から通
年作業となったウェブサイトの更新や取材、ローソクの送付やポスターやハガキを作るためのメインビジュアルの制作など、期待される事務局の責任
を果たしつつ、助成金のかわりとなる新たな資金調達の方策も考えなければなりません。事務局の運営ロスは見直す余地がないほど元々少なく、取り
組むべき課題は、まだまだ山積しています。 
私たちは今が肝心だと思っています。未来への希望と勇気、人類の一体感を大事にする「100万人のキャンドルナイト」の精神が、横道に逸れたり、薄まっ
たりすることなく、世界中の人たちへ、未来の子どもたちへ、きちんと届きますよう「100万人のキャンドルナイト」を支える企業「キャンドルホル
ダー」になっていただけませんでしょうか。どうぞよろしくお願い申し上げます。 
 
■「100 万人のキャンドルナイト」を支える企業「キャンドルホルダー」になるには

「100万人のキャンドルナイト」の趣旨にご賛同ください。「100万人のキャンドルナイト」にご参加ください。まわりに呼びかけてください。
「100万人のキャンドルナイト」事務局が 2008 年１年間活動していくための活動費をご負担ください（一口 10万円で何口でも）。
※ 組合・工業会など複数企業から成り立つ組織でのお申込の場合、3口からのご検討をお願い致します。 

■「キャンドルホルダー」になると、こんないいことが

「100万人のキャンドルナイト」には、650万人もの、参加する人、事務局が発信するウェブ情報をたよりにイベントを開催する人、ローソクやポスター
やハガキを受け取る人、がいます。ウェブのアクセス数も夏至、冬至付近は連日約 1万人を超えます。NGOの呼びかけから始まった、日本最大規模
の環境運動「100万人のキャンドルナイト」のキャンドルホルダーであるということは、民主主義、市民社会、環境、文化に理解を示す企業である、
という意味になり、8割近くといわれる、環境コンシャスな人たち、意識の高い市民・消費者の好感度アップに繋がります。 
【キャンドルホルダーロゴが使用できます】

「100万人のキャンドルナイト」の正式なキャンドルホルダーであることが告知できる、キャンドルホルダーロゴが広告・広報にお使いいただけます。
これはキャンドルホルダーのみの特典です。キャンドルナイト告知、自社企業広告などにお使いください。（データでお送りします。商品パッケージ・
POPなど直接の商品販促にはお使いいただけません）。 
【メインビジュアル使用】

100万人のキャンドルナイト告知に、メインビジュアルが使用できます。（データでお送りします。変更・修正などの手を加える事は原則できません。
細かいことは個別対応いたしますのでご相談ください。）
【キャンドルサイト上と記者会見での告知】

・ウェブサイト上の「100万人のキャンドルナイト・キャンドルホルダーページ」で、感謝の気持ちを込めて、告知させていただきます。

・3月末におこなわれる記者会見で「2008 年・100 万人のキャンドルナイト・キャンドルホルダー」として紹介させていただきます。 
【キャンドルクラブ】

世界や国内の様々な方面の環境事情に詳しい「100万人のキャンドルナイト」呼びかけ人代表幹事たちによる特別懇親会に優先的にご招待させて頂き
ます。

■キャンドルホルダーになったらそのあとは
1年毎にご検討いただけますが、ぜひ 3年、5年と長い目で見たご支援をご検討ください。2008 年は 50社以上募集します。（増減あらかじめご了承
ください） 

■キャンドルホルダーへのお問い合わせは
「100万人のキャンドルナイト」事務局（大地を守る会内）まで。
 Tel：03-3402-8877　平日 9時～ 18時、Fax：03-3402-5590、E-mail: webmaster@candle-night.org
http://www.candle-night.org/ 


